
 

 

 

 

 

 

気持ちのいい秋風が吹き渡るころとなりました。皆様おかわりなくお過ごしでしょうか。 

さっそく Newsletter 第 20 回配信です！ どうぞお楽しみください。 

 

＜診療科紹介 形成外科＞ 
今回は、自治医科大学形成外科について紹介させて頂きます。 

 形成外科は、先天的あるいは後天的な身体外表の醜状を対象として、外科的手技により機能・整容性を

正常化する科です。顔面骨骨折・手指切断・熱傷といった外傷、唇顎口蓋裂・耳介形成異常・多合指症と

いった先天異常、悪性腫瘍切除後の再建（主に乳房と頭頸部）、瘢痕拘縮・ケロイド、リンパ浮腫、慢性

潰瘍（糖尿病性足壊疽・褥瘡）など、非常に広い分野をカバーしていますが、自治医科大学ではその全て

の領域を経験することができます。 

 形成外科の専門領域としては、「頭蓋顎顔面外科」「美容外科」「小児形成外科」「再建・マイクロサージ

ャリー」「手外科」「創傷外科」「熱傷」「皮膚腫瘍外科」の各分野に指導医制度が導入されており、形成外

科専門医を取得した後に、各々の興味やライフスタイルに合わせて専門領域を選択することが可能です。

また、出産・育児との両立が可能な数少ない外科系診療科であることから、近年は女性医師が非常に増

えていることも特徴です。 

 自治医科大学形成外科固有の特徴としては以下のことが挙げられます。 

●同じ敷地内に自治医科大学とちぎ子ども医療センターが併設されており（小児形成外科を標榜）、大学

病院にいながら唇顎口蓋裂・頭蓋骨縫合早期癒合症・四肢先天奇形などの小児先天異常症例を数多く経

験することができます。 

●美容外科も標榜しており、大学に所属しながら美容外科領域の研修を受けることが出来ます。また、希

望があれば後期研修医のうちから美容外科で外勤することも可能です。 

●形成外科としては国内有数の研究費を獲得しており、再生医療をテーマとした複数の研究プロジェク

トが進行中です。大学院や社会人大学院を経て、海外の有名大学に留学することも可能です。 

 学生のみなさん、形成外科に興味をお持ちでしたら、是非一度見学にいらして下さい。医局員一同お待

ちしております。  
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【医師国家試験予想問題】 
１．56 歳の男性。倒れた大鍋の熱湯をかぶって全身熱傷を受傷し搬入された。頭部顔面以外の全身皮膚

に皮膚剥脱と水疱形成を認めるが、温痛覚は残存している。鼻孔、口腔内および咽頭に異常はない。四肢

末梢で脈拍を触知する。 

 まず行うべき処置はどれか。 

 a 気管挿管 

 ｂ 抗菌薬の大量投与 

 ｃ 乳酸リンゲル液の全身投与 

 ｄ 両上下肢皮膚の減張切開 

 ｅ 線維芽細胞増殖因子の局所投与 

正解：c 

a 気道熱傷を疑う所見がないことから、現時点では必要ない。 

ｂ 耐性菌発生の観点から受傷後初期における抗菌薬の予防的投与は推奨されていない。 

ｃ 重傷熱傷では急激に血管外への漏出が起こり、血管内脱水が惹起されため、初期治療として輸液に

よる循環血液量の確保が必要となる。輸液の種類は乳酸リンゲル液などほぼ等張の電解質輸液から開始

することが推奨されている。 

ｄ コンパートメント症候群による末梢循環不全は起こしていないため、必要ない。 

ｅ Ⅱ度熱傷の局所治療として推奨される治療ではあるが、まず行うべき処置ではない。 

 

2．犬咬傷の治療で最初の処置として最も適切なのはどれか。 

 a 創部の洗浄 

 b 創の縫合術 

 c 軟膏の塗布 

 d デブリードマン 

 e 抗菌薬の点滴投与 

正解：a 

a まずは水道水もしくは生理食塩水で十分に洗浄することが汚染創の基本である。局所麻酔の併用やシ

リンジによる高圧洗浄が有用である。 

b 動物咬傷の場合、創の深部が嫌気性菌で汚染されるため、十分に洗浄した後でも、創を縫合閉鎖する

か開放創のまま治癒させるかの判断は慎重に行うべきである。 

c 十分な洗浄の後、開放創に対しては軟膏塗布によって湿潤環境を維持する。 

d 壊死組織や血流不全の組織があればデブリードマンを行う。 

e 動物咬傷に対しては、予防的に抗菌薬の点滴・内服治療を行うことが推奨されるが、まずは創の処置

が優先される。 

 


